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概    要  

医療現場では、患者の摂取した栄養を把握する必要があり、病院内で提供された食事の残渣量の記録

がされている。残渣量の記録は、看護師の目視で行われているため、時間がかかり看護師の負担となる。

食事の残渣量記録を自動化することで、正確で看護師負担の少ない記録ができる。本研究では、基盤モ

デルを用いた Zero-shot 食事領域検出による、看護業務における残渣量の自動記録システムの開発を

目的とした。食前食後の画像のペアを用いることで、先行研究では行われていなかった残渣量の推定を

実現した。また、面積ではなく深度方向に減少する食事に対応するため、食器に対する食事の割合を用

いた食事量推定手法を提案したが、結果として面積のみでの推定時から誤差が大きくなった。画像情報

以外の情報を取り入れる必要があると考えられる。 
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医療現場では、患者の摂取した栄養を把握する

必要があり、病院内で提供された食事の残渣量の

記録がされている。残渣量の記録は、看護師の目視

で行われているため、時間がかかり看護師の負担

となる。食事の残渣量記録を自動化することで、正

確な食事摂取量が把握でき、看護師の業務負担が

軽減するため、患者の治療や健康維持に貢献でき

る。 

既存研究では，食事画像から領域を切り出し，カ

ロリー量を推定する研究や，センサベースで食事

の摂取量を推定する研究がある．しかし，食前の画

像のみを用いる研究は完食することを前提として

おり、食前食後の画像を用いた食事の残渣量推定

は行われていない．また，入院患者の負担やプライ

バシーを考慮するとセンサベースでの摂取量推定

は現実的ではない．食事を認識するにあたって，既

存研究ではまず皿領域を検出し，その内部の食事

領域を k-means 法で検出している．この手法では

皿が置かれている環境，皿と食事の色によって検

出精度が低くなってしまうことが考えられる．そ

こで今回は，物体検出モデルとセグメンテーショ

ンモデルを組み合わせ，より正確な食事領域検出

を試みることとした． 

本研究では、基盤モデルを用いた Zero-shot 食

事領域検出による、看護業務における残渣量の自

動記録システムの開発を目的とした。

 
 
１．提案手法 

本研究では，基盤モデルを用いた Zero-shot 食事

領域検出により，看護業務における残渣量の自動

記録システムを開発した．食事領域の検出には基

盤モデルである Grounding DINO と，Segment 
Anything Model （ SAM ）の拡張手法である

Segment Anything in High Quality （HQ-SAM）

を用いた．Grounding DINO は物体検出モデル

DINO を Vision-Language モデルに拡張した

Zero-shot で運用可能な Open-set 物体検出モデル

である．画像とテキストプロンプトを与えると，対

象となる物体の位置をバウンディングボックス

（bbox）で返す．SAM はセグメンテーションのた

めの基盤モデルである．1100 万枚の画像と，10 億

以上のマスクラベルで構成された大規模セグメン

テーションデータセットで訓練されており，高精

度なインスタンスセグメンテーションを実現して

いる．HQ-SAM は HQ-Output Token の導入によ

り，元のトークンでは見落とされる境界領域や薄

い構造領域に対応した SAM の拡張手法である．   
我々の提案手法は，Grounding  DINO を用い

て bbox で該当領域を取得し，HQ-SAM を用いて 

研究の背景および目的 

研究の内容および成果 



 

 

bbox 内の物体のセグメンテーションを行うことで

残渣量の認識を行う．処理の流れを図 1 に示す． 

 
図 1 提案手法の流れ 

 
(A)Grounding DINO+SAM-HQ による残渣料推

定 
1. Grounding DINO のプロンプトを”

center tray”として，トレイ領域の候補となる bbox 
を検出し，検出された bbox の領域で元画像をトリ

ミングする． 
2. ト リ ミ ン グ さ れ た 画 像 に 対 し ， 
Grounding DINO のプロンプトを”food”として，

食事領域の候補となる bbox を検出し，bbox を基

準とした HQ-SAM の推定により食事領域のマス

クを推定する． 
3. 推定された食事領域マスクのピクセル

数を合計し，トリミングした画像の面積で除算す

ることで，式(1)により画像に対する食事領域の割

合𝑓𝑓𝑜𝑜𝑑を求める． 

（1） 
 
ここで P はマスクのピクセル数，Wa はトリミング

後の画像の幅，Ha はトリミング後の画像の高さで

ある．同様の作業を Grounding DINO のプロンプ

トを“dish”にして行い，どの食事がどの皿に入っ

ているかの情報を記録した． 
(B)soup 領域に対する例外対応 
 “soup”として検出された食事に対しては，食器

に対する食事の割合𝑓soupを推定した．これにより，

深さ方向に減少する食事の残渣量推定を行った． 
(C)dish 領域に対する例外対応 
食事の画像において食事領域の面積が皿領域の面

積に近い場合は残渣量を 0 として扱った．これに

よって食後画像において皿全体を食事領域として

検出してしまうケースを除外した． 
 
２．実験結果 
 本研究では，特別養護老人ホームで撮影した食

前食後の画像 54 組を用いた．画像を撮影する際に

カメラの高さや角度は固定せず，画像内には対象

とする食事以外のトレイが含まれている場合もあ

る．正解ラベルは看護師の目測で決定され，すべて

残っている状態を 0，完食した状態を 10 とした 11
段階で付与された．目測で付与された正解ラベル

との差を図 2 に示す．誤差の絶対値の平均は 2.7 と

なった．一方，面積のみでの推定の場合は誤差の絶

対値の平均は 2.6 であり，精度が悪化している．こ

の原因として、食事前後で皿の状態が変わってし

まうことが考えられる．  

 

 
３．まとめ 

本研究では，基盤モデルを用いて食前食後の画

像のみから食事の残渣量を推定する手法を提案し

た．本手法を用いることにより，Zero-shot 食事領

域検出による食事の残渣率推定を行うことができ

た．また、食事領域の面積だけでなく，食器に対す

る食事の割合を用いた推定を行おうとしたが，面

積のみでの推定よりも誤差が大きくなった．画像

の情報のみで食事量を推定するには限界があり，

他の情報を取り入れる必要があると考えられる．
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図 2 実験結果 


